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堪えないものがあるが，義理がたい台風が年々才才忘れることなく訪づれるので，南に防災のとりでをかためる

大勢にうながされたことも否めないであろ5．

　ともあれ　鹿児島市のどまん中にでんとおさまった鹿児島地方気象台は，台風のさきもりとして自他ともに許

す存在である，それだげに台風期におげる苦悩も深い．気象学の現設階に於て，世問…般の気象台に寄せる期待

と要求は重過ぎる．台風が台湾附近までのし11｝すと，三つの局湶電話は感接にいとまなく，こちらからの上陸地

通話は容易にできない．災審に打のめされがちの鹿児島人が台風期に紳経過激になるのは無理もないが，台風の

点，日時，風力風向，降雨量，時雨量まで詳しく問いつめよ弓とする知識人もある．

　屋上かP）指呼の間に見える櫻，島は観光鹿児島のシソボールであるが，麗容熱火をつ曳む活火山であるから気象

台にとっては油断できない，一朝暴発せんか16000の島民の生命財産が危機に頻するは勿論，対岸鹿児島市の安

寧も保てなくなるから，常時賢願観測に気を配る一方櫻島の熔岩地幣に450倍率の微動地震計を設備して，火山

のおもりも眞剣である．　（文．園田鉄雄，写眞・日高正美，沢田岩雄：鹿児島地方気象台）

　鹿児島県はH本…貧乏な県である

そ弓である，その鹿児島にH本…大

きな測候所が建てP）れたのが昭和8

年．…昨年地方気象台に出世したの

であるが，20年前定員10名そこそ

この時分に建てられた亜四階建の庁

含は，一坪の壇築もなすことなくし

て，定員八一卜余人の南九州予報セソ

ターとして発足するにさしたる不自

由もなかく）た．

　貧困な県の財布でよくぞこれだげ

のものをつくらせた，所長円岡亭太

郎氏の明と努力とはまったく感嘆に
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